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　ごあいさつ　横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発組合

横浜を代表する唯一無二のシンボルに

（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　８月５日　（月曜日）

提供：大林組

　横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発組合が横
浜市神奈川区で計画を進めていた再開発事業「T
HE YOKOHAMA FRONT」が完成した。同事
業は日本初の「国家戦略住宅整備事業」として、
国際競争力の強化や国際的な経済活動拠点の形成
を図るために必要な居住空間を整備。施設はＪＲ

横浜駅にペデストリアンデッキを介して直結し、
共同住宅（戸）に加え、商業施設、クリニッ
クモール、ホテル、サービスアパートメント、交
流拠点といった多様な機能を備える。設計は松田
平田設計・ＵＧ都市建築・東急設計コンサルタン
トＪＶ、施工は大林組が担当した。

　横浜駅周辺は「エキサイトよこはま（横浜駅周辺大改造計画）」において、「国際都
市の玄関口としてふさわしいまちづくり」を推進するエリアとされております。横浜都心
・臨海地域は、年に国から特定都市再生緊急整備地域に指定され、年には、横浜市
を含む東京圏が国家戦略特別区域に指定されました。これらの上位計画に基づき、エキサ
イトよこはまが目指すまちづくり方針の一翼を担う事業としてスタートさせるため、日
本初となる「国家戦略住宅整備事業」を進めてきました。
　施設コンセプトは、横浜発の新しい都心価値「デュアルバリューの創造」。新たな価値
創造となる「快適・利便」と、鶴屋町の個性・特性でもある「繁華・愉楽（ゆらく）」、
この二つの価値の追求です。

　施設名称の「THE YOKOHAMA FRONT」には、全国から人々が訪れ行き交う横浜駅
前（FRONT）において、唯一無二の確かな（THE）シンボルになり、「ここから横浜ら
しさを生み出していきたい」との想いを込めています。
　低層部分には鶴屋町地区の界隈（かいわい）性を取り入れた「店舗」や「多言語対応ク
リニックモール」を配置。４階・６階から階は短期・中期の滞在ニーズに応える「ホテ
ル・サービスアパートメント」になります。５階・階から階は駅直結の利便性を最大
限に享受した本事業の核となる「レジデンス」です。グローバル視点を意識し、廊下と床
の段差がない玄関ホワイエや、プライベートとパブリックを分離した生活動線、洗濯箇所
を独立させたユーティリティスペース等を一部住戸に用意しました。また、ワンルームか
ら３ＬＤＫの計タイプの間取りにより、さまざまな家族構成やライフスタイルに対応し
ます。最上階は事業共創をテーマとした交流の場であるクリエイティブラウンジ「Vlag y
okohama(フラグヨコハマ）」で構成し、多様なニーズに応えた施設となっています。
　本事業にご支援・ご協力いただいた関係者の皆さまに心から感謝の意を申し上げるとと
もに、本施設が横浜の新たなランドマークになり、横浜駅周辺のまちづくりのリーディン
グプロジェクトとして皆さまに喜ばれる施設になることを期待しています。

提供：大林組

ペデストリアンデッキ（はまレールウォーク）

THE YOKOHAMA FRONT
横浜駅きた西口鶴屋地区第一種市街地再開発事業
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設計コンセプト

まちとの連続性を重視したデザイン
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横浜駅きた西口鶴屋地区第一種市街地再開発事業

日本初の「国家戦略住宅整備事業」

■工　事　名　称：横浜駅きた西口鶴屋地区第一種市街地再開発事業　施設建築物等新築
工事

■工　事　場　所：神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町１丁目番
■建　築　主：横浜駅きた西口鶴屋地区市街地再開発組合
■敷　地　面　積：約，㎡
■建　築　面　積：約，㎡
■延　床　面　積：約，㎡
■階　　　数：地下２階地上階
■構　　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■設計・監理：松田平田設計・ＵＧ都市建築・東急設計コンサルタント設計共同企業体
■施　　　工：株式会社大林組
■主　要　用　途：共同住宅、店舗、ホテル、サービスアパートメント、集会場、駐車場
■工　　　期：年月９日～年３月日

　
横
浜
市
神
奈
川
区
の
横
浜
駅
前
で
地

上

階
建
て
の
複
合
ビ
ル
を
建
設
し
ま

し
た

敷
地
周
辺
の
道
路
は
非
常
に
込

み
入

て
お
り

人
通
り
も
多
い
場
所

で
す

誘
導
員
を
適
切
に
配
置
し

全

作
業
に
お
い
て
第
三
者
災
害
防
止
を
徹

底
し
ま
し
た


　
建
物
は
直
接
基
礎
を
採
用
し
て
い
ま

す
が

支
持
層
は
地
中
で
大
き
く
う
ね


て
お
り

ラ

プ
ル
コ
ン
ク
リ

ト

を
充
て
ん
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た


最
深
部
で
は
約


掘
削
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が

安
全
へ
の
十
分
な
配

慮
の
も
と
慎
重
に
進
め
て
い
き
ま
し

た


　
現
場
の
地
下
に
は
東
急
東
横
線
の
シ


ル
ド
ト
ン
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す

再
開
発
の
事
業
者
や
鉄
道
会
社
と

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
つ
つ

厳
密
な
計

測
と
シ
ミ

レ

シ

ン
で
ト
ン
ネ
ル

の
変
形
を
管
理
し
ま
し
た

施
工
に
あ

た

て
は

ジ


ト
グ
ラ
ウ
ト
に
よ

る
地
盤
改
良
で
山
留
め
周
囲
を
補
強

し

ト
ン
ネ
ル
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

作
業
を
進
め
ま
し
た


　
地
下
工
事
に
影
響
さ
れ
ず
施
工
を
進

め
る
た
め

躯
体
工
事
は
逆
打
ち
工
法

を
採
用

地
上
工
事
の
工
程
確
保
に
努

め
ま
し
た

逆
打
ち
の
際
に
は
建
物
内

部
を
作
業
動
線
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

綿
密
な
動
線
計
画
を
立
案
し


円
滑
な
地
下
と
地
上
の
同
時
施
工
を
実

現
し
ま
し
た

本
物
件
は
超
高
層
Ｒ
Ｃ

造
建
物
に
な
り
ま
す

生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
地
上
躯
体
は
工
場
で
製
作


柱
や
梁
の
部
材
を
完
全
に
プ
レ
キ

ス

ト
︵
Ｐ
Ｃ
ａ
︶
化
す
る
当
社
の
特
許
工

法﹁
Ｌ
Ｒ
Ｖ
工
法
﹂を
採
用
し
ま
し
た


　
接
道
条
件
や
人
通
り
の
多
さ
な
ど
の

課
題
を
現
場
一
丸
で
乗
り
越
え

無
事

竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


当
社
が
多
く
の
建
物
を
手
が
け
て
き
た

横
浜
駅
西
口
エ
リ
ア
に
お
い
て

本
工

事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
う
れ
し
く
思

い
ま
す


　
株
式
会
社
大
林
組
　

所
長
　

田
辺
　
潔

サービスアパートメント客室 ホテル客室

ホテルフィットネスジム ホテルエントランスロビー

レジデンス専用ベイビューラウンジ（提供：大林組） レジデンス専用エントランス（提供：大林組）

　本計画は周辺のまちが持つにぎわいや界隈（かいわい）性を生か
した魅力的なまちづくりを目的としており、周辺のまちとの連続性
を重視しています。低層部は垂直および水平方向にデザイン分節す
ることで周辺の建物のスケール感との調和を図り、足元には路面店
を配置することで、通りに対してにぎわいと界隈性を途切れさせな
いようにしています。また低層部には積極的に窓を設け、内部のに
ぎわいを表出させています。高層部は中景、遠景として認識される
ことを意識し、デザイン分節やガラスを用いることで圧迫感の低減
を図りました。

　まちをつなぐ歩行者デッキは安全で利便性の高い移動空間を創出
するとともにベンチやテラス席など滞留空間としての設えをするこ
とでまちのにぎわいに寄与しています。床には駅方面から連続して
鉄道レールが埋め込まれ、かつて東横線が走っていたことを思い出
させるしかけとしています。
　環境面では地上での緑化に加え、デッキ上の連続する壁面緑化や
重層する屋上緑化など、緑の乏しかったこの地区に緑の連続性を創
出し、どこにいても緑が感じられる環境を目指しました。構造には
制震構造を採用し、大地震に備えるとともに、風揺れに対しては屋
上にアクティブマスダンパーを設置することで風揺れを低減し、快
適な居住性を確保しています。

株式会社松田平田設計　横浜事務所　担当部長　岡田和紀 Vlag yokohama Creative Lounge Vlag yokohama Hall


